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今年度までの環境調査結果 21２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆植物︓植物調査結果の概要
○事業区域内で多数の重要種を確認。
○地域個体群への影響が⼤きい種（サルメンエビネ・ヤマシャクヤク・トケンラン・ナガハシ
スミレ）は移植により個体を保全。

○重要種の⼀部を仮移植地に移植（R1.11）、現在残りの移植候補地を検討中。

希少生物情報掲載により口外禁止

⇒仮移植の経過は良好。今年度11⽉に本移植を実施（現在移植適地を検討中）。
⇒消失する植⽣の復元、および外来種の侵⼊を防ぐため、在来種による緑化を検討。

仮移植地の状況
R2.5.12撮影

調査⽇︓H30年8〜9⽉、H31年4〜6⽉、R1年9〜11⽉、11⽉21〜23⽇（仮移植）、R2年5〜6⽉（仮移植モニタリング）、8⽉（移植候補地選定）

ヤマシャクヤク仮移植地
R2.6.17撮影

ナガハシスミレ仮移植株
R2.6.17撮影

希少野生生物情報を掲載しているため、
非表示としています。



重要種移植候補地

ヤマシャクヤク⾃⽣地 サルメンエビネ⾃⽣地

植物重要種対策 22２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

◆重要種の個体保全
⇒移植

・改変域に⽣育する重要種（サルメンエビネ、ヤマシャクヤク）を移植。
・改変区域外の⾃⽣地への移植を検討。
・移植選定調査（群落組成、⼟壌⽔分、照度等）実施済み（国有林内含む）、現在移植適地検
討作業中。
→R2.11以降に本移植を実施

希少生物情報掲載により口外禁止



植生復元等へ向けた対策 23２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

○改変により植⽣が消失し、新たに裸地（法⾯や⼯事⽤道路跡地）が出現する。
⇒・植⽣の復元、および外来種侵⼊防⽌のため、在来種による早期緑化を検討
・①在来種による緑化
・②表⼟ブロック移植⼯による植⽣復元 ③法覆基材⼯による植⽣復元

北広島市

札幌建設管理部

緑化の専門家

調査・計画・設計 施工 維持管理

有識者

地域住民（保護団体、学校等）

協議会

コンサルタント（調査・計画・設計）

道道きたひろしま総合運動公園線 植生対策の進め方（案）

植生検討会

◆植⽣の消失、外来種の侵⼊が懸念
対策として在来種による緑化・復元（植⽣検討会による検討）



植生復元等へ向けた対策 24２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

緑化・復元⽅法

⾚字︓ワーキング会議による検討項⽬

①在来種による
緑化

②表土ブロック移植工
による復元

③法覆基材工による
復元

対象箇所 切土法面 盛土法面・工事終了後の工事用道路・ヤード

採取箇所 ‐ 改変域のうちササ類の
少ない林内

改変域

仮置き場所 ‐ 工事用道路周辺 近隣の土捨場

実施
時期

2020年 試験施工 表土ブロック採取場所
選定

はぎとり・仮置き

表土採取場所選定
すきとり・仮置き

2021年 モニタリング
種選定・本施工

モニタリング

2022年～ 本施工 移植・復元

復元後の維持管理 地域等によるモニタリング

◆植⽣の消失、外来種の侵⼊が懸念
対策として在来種による緑化・復元（植⽣検討会による検討）

*施⼯業者へ詳細に指⽰し、連携して進める。



植生復元等へ向けた対策 25２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

緑化⽅法︓在来種による緑化（試験ケース）

◆植⽣の消失、外来種の侵⼊が懸念
対策として在来種による緑化・復元（植⽣検討会による検討）



植生復元等へ向けた対策 26２.環境調査結果と環境保全措置（対策）について

復元⽅法事例

出典︓表⼟ブロック移植の簡易⼯法による盛⼟法⾯の⽣態系復元の評価

表土ブロック移植工 法覆基材工

工法

保管方法

表土部分を
すきとり

かたまりで
根こそぎ
すくい取る

重ねず平積みとして光合成を確保
保水方法等を検討中

種子侵入防止のためブルーシートを設置
保管形状と最良な管理方法を検討中

◆植⽣の消失、外来種の侵⼊が懸念
対策として在来種による緑化・復元（植⽣検討会による検討）

不織布等

不織布等




